
1989年のJILAF設立当初より開始
した招聘事業は、アジアを中心に、ア
フリカ、中南米や欧米諸国などから、
多くの若手労働組合指導者を日本に招
聘してきた。2005年度末の実績は、
112ヶ国、3地域、6国際組織の1886
名に及んでいる。こうした実績を踏ま
えて今回、過去の招聘事業参加者の現
在までの活動等を把握することを目的
に、中国・バングラデシュの2カ国にお
いて、2006年2月に過去の招聘者を対
象にフォローアップセミナーを実施し
た。中国からは21名、バングラデシュ
からは、19人がセミナーに参加した。
セミナーでは、最新の日本の労働運

動、労使関係、労働法制に関する情報
を提供するとともに、日本の労働者の
労働・生活条件の改善に向けて、日本
の労働運動が果たしている役割などに
ついて説明を行った。また、セミナー
参加者は帰国後の活動や日本への関心
事項などについて、プレゼンテーショ

ンを行った。
その中で「招
聘事業に参加
して、帰国後、
仕事の中でそ
の経験を生か
して仕事に取
組んでいる。」
「日本の経済、
文化、労使関
係に対して理
解 が 深 ま っ
た」など多く
の意見が出さ
れ、日本への
関心の強さを認識することができた。
また、大使館や現地工場等を訪問し、
現地での情報収集も行った。
今回、中国・バングラデシュの各ナ
ショナルセンターの協力で実施された
このフォローアップセミナーにより、
各国のナショナルセンターと参加者が、

お互いの考えや経
験をよりよく理解
しあえたことと、
参加者同士のネッ
トワークを作れた
ことが成果であっ
た。
今後は、参加者

が帰国後に日本で
学んだ経験を自分
の仕事にどのよう
に生かすかが大切
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なことであり、そのためにも、今後の
招聘事業で参加者のニーズなどを取り
いれ、効果的なプログラムを作成して
いくことを考慮していく必要があると
感じた。
2006年度より招聘事業のさらなる

充実を目指し、今後の方向性を探るた
め、現地でのフォローアップセミナー
など積極的に展開していくことにして
いる。
今後も、より充実した内容で招聘事

業を進めていくことがJILAFの責務で
あると同時に、より現地の状況を理解
することが必要であり、現地の各ナシ
ョナルセンターとの協力を深めていく
必要性を改めて感じた。

招聘事業フォローアップセミナー開催

▲バングラデシュのセミナー参加者と記念撮影

▲中国フォローアップセミナーの様子



JILAFとして東ティモールで初めての現地支援事業となる

「労組基礎ワークショップ」を、3月7日～10日の4日間

TLTUC／ICFTU－APROと連携して開催した。

ワークショップはICFTU－APROのハリダサン局長、

TLTUC（東ティモール労働組合連合）のジト会長、リゴ事務

局長を中心に運営され、既に組織化している教員、港湾・運

輸、建設労組及び現在組織化中の商業・ホテル農業労組より

25名が参加した。停電やLCDプロジェクターの故障、時間の

遅れなどのトラブルはあったが、運営は日毎に改善され、参

加者のレベル（理解度や参加姿勢等）も格段にアップするな

ど成功裏に終了した。

東ティモールTLTUCは結成5年の非常に若い組合でまだま

だ荒削りだが、組織化を熱心に進めている。ワークショップ

ではICFTU－APROのハリダサン局長が、APROが作成した

マニュアルに基づき労組基礎全般についてレクチャーを行い、

ロールプレイなどを織り交ぜた実践的な内容となった。東テ

ィモールにおいては、このような基礎教育が非常に重要であ

り、有意義なワークショップであったと考える。

JILAFからは現地支援事業部の鈴木部長が出席し、「JILAF

紹介」をはじめ、組合機構、財政、労使関係、団体交渉と労

働協約の4つのセッションで日本の事例を紹介しつつ、労組と

して重要なポイントをレクチャーした。
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東ティモールでワークショップを開催

中国でのJILAF労働安全衛生プログラム「POSITIVE」注）に

ついては、中華全国総工会（ACFTU）との間で2003年から

浙江省、江蘇省、四川省を中心に活動を展開しており、特に

浙江省、江蘇省においては、3年間の業務委託事業でJICAの

「草の根技術協力事業」として事業を展開している。

中国側の報告によると、これまでにセミナーで160名のト

レーナーを育成し、各省レベルのセミナーを178回開催して

5,220名が参加、各企業レベルのセミナー参加者は38,854

名にのぼるという。正に草の根的展開となっている。

これまで各省での企業レベルにおける展開状況を確認する

ために多くの企業へのモニタリングを実施してきたが、工場

レベルにおいても積極的に改善活動がなされており、使用者

側と一体となって労働安全衛生に取り組んでおり、着実に

POSITIVE手法が根付いてきているといえる。

この事業については、中国国内の労働災害の増大もあり、

JICA中国事務所からセミナーへスタッフを派遣するなどJICA

としても高い関心を持っており、POSITIVE手法を使った労

働安全衛生活動を現地で展開していきたいとの話もあった。

今後の課題としては、いかに中華全国総工会として全国展

開していくかであり、JILAFとしても中華全国総工会とも連携

を密にして協力をしていきたい。

注）Participation-Oriented Safety Improvements by Trade Union
Initiative.

中国で「POSITIVE」モニタリング

▲「POSITIVE」モニタリング風景／2006年3月19日～25日

▲ワークショップ終了後、全員で記念撮影



JILAF  NEWS  LETTER

――❸

去る3月に、JILAF理事会で相談役を辞任
し、非常勤の理事に選出された。私とJILAF
の関係は深く、連合在籍中の評議員に始まり、
専務理事、相談役、それに現在の非常勤理事
と、役目は変わったが任期を合わせると十数
年にもなる。相談役を降りた節目にJILAF活
動への感想を、という編集者の求めに応じて
二、三思いを述べてみたい。
その1つは、JILAF活動は2国間活動が基本
であるが、ICFTU（新組織）をはじめ、ILO、
あるいは最近DACとの関わりを深めつつある
TUACなどの多国間の活動につながりを持つ
ことが必要ではないかと感じている。それは、
国際的な労働分野の開発協力組織の活動実態
を知り、相互協力を強めるためである。また、
そのためには、多国間活動を主力としている、
連合の国際活動との連携を一層深めるべきこ
とは言うまでもないし、開発協力活動の国際
的会合などに、より積極的に参加すべきであ

山田
やまだ

陽一
よういち

回　　廊

ろう。
2つ目には、情報化社会の下で、開発途上

国の労働事情や、先進国労組、それに先に述
べた国際労働関係組織の開発協力活動の実態
に関する情報を収集し整理することが必要に
なっていると感じている。このためには、役
職員が個々に持っているデータを統合して全
体のものにするシステムを作ることが必要で
はないだろうか。こうした活動が、JILAFの
新たな活動の展開につながっていくだろう。
最後に、私の在籍した時もそうだったが、

JILAFでは、現地支援事業が花形で、人物招
聘事業はやや影が薄いような気がする。だが、
日本に招かれた途上国労組指導者達が、貴重
な日本滞在の機会を得て大いに感激し、親日
家になることも多いことを想えば、人物招聘
事業の意義深さを再確認すべきだろう。
JILAFを離れて、JILAF活動の重要性をま

すます痛感しているこの頃である。

（財）日中技能者交流センター常務理事
1935年生まれ／東京大学法学部卒
1982～89年　総評国際局長
1990～95年　連合国際政策局長
1995～03年　JILAF専務理事
2003年より現職

P R O F I L E

「ガンバレJILAF！」

通貨危機で大きな打撃を受けたタイ、
後発開発途上国のひとつであるラオス
では、多くの子どもたちが経済的な困
窮や家庭の事情、教育環境の不備など
から学ぶ機会を失っている。
基幹労連は、組織理念の一つである

社会貢献の一環として、（社）シャンテ
ィ国際ボランティア会を通して、移動
図書館の活動を支援している。2004
年1月にタイに、同年6月にはラオスに
移動図書館車「基幹労連号」を贈呈し
た。現在、山岳地帯などの過酷な状況
下においても移動図書館活動を実施し
ているが、どこで活動をしていてもす
ぐにたくさんの人が集まってくるとい
う。今後は、図書のリニューアルやこ
れらの車のメンテナンスを行いながら、

新たな移動図書館車
の導入も検討してい
るという。「ボラン
ティアの精神は地道
な活動を継続するこ
と」と語る船木さん
は、「基幹労連号」
のたくさんの本を通
じて、子どもたちに
たくさんの夢を与え
ることを望んでい
る。
教育の機会に恵ま
れない子どもたち
が、「基幹労連号」
を通じて、たくさんの本に出会い、今
後の生きる力を養い、未来を切り開い

労働組合で取り組む国際協力
日本基幹産業労働組合連合会（基幹労連）

事務局次長　船木孝治さん「タイ・ラオスの移動図書館」

No. 11

基幹労連のHP：http : / /www.k i kan - ro ren .o r . j p

（財）日中技能者交流センターのHP

http://www.
jcsec.or.jp/

ていくことを心から願いたい。
（調査広報部 加藤）

▲準備が始まるとすぐさま子どもが駆けつけます。大混雑の大広場の中
でどうして見つけたのでしょうか？

http://www.kikan-roren.or.jp/


3月3日に開催された第47回理事会・評議員会において、
平成18年度事業計画案と予算案が承認された。
招聘事業としては、全13チーム、若手労組リーダー招聘人

数127名を招聘する予定である。「テーマ別招聘」として、
「職場におけるエイズ問題」と「若年者の雇用と労働組合の役
割」の2つのテーマを設定した。また、ICFTU世界大会で決定
された国際労働組合組織の解散及び新組織結成への方針を鑑
みて、いまだ招聘していないICFTU加盟のアフリカ及びヨー
ロッパ諸国を主な新規招聘対象国・組織とした。
一方、現地支援事業としては、開発途上国における自由で

民主的な労働運動と健全な労使関係の形成と発展を促進する

ことを目標として、今年度もアジアの発展途上国を中心に活
動を展開する。具体的には、労働安全衛生活動「POSITIVE」
を中心とした「労働者教育活動」、児童労働対策としての非正
規学校の運営を中心とした「社会開発活動」を現地のナショ
ナルセンターと協働で実施していく。
収入面での厳しい環境は相変わらず続くが、事業の進め方

をより一層「量から質」へ踏み込んだものにしていく。また、
事業の評価体制を整備し、より効率的で質の高い事業運営を
図りながら、ホームページの充実等を通じて、国内の労働組
合員や国民の一層の理解と協力を得られるよう努力していき
たい。
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平成18年度　事業計画まとまる！
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OUT

インサイド・アウト

労働政策研究・研修機構より参りました萩野です。途上国との交流・協
力活動に取り組むJILAFで仕事をする機会をいただき大変光栄に思うととも
に、身の引き締まる思いです。少しでも皆様に貢献できるよう精進して参
りますので、ご指導よろしくお願い致します。

萩野　文信（はぎの・あやのぶ）
／JILAFスタッフ

JILAFカレンダー　

■活動報告（2006年3月～5月）
● 招聘
● 東アジアチーム （5月11日～24日）
● 東南アジア・オセアニアチーム （5月25日～6月7日）
●現地支援
● 東ティモールTLTUC/ICFTU-APRO/JILAF労組基礎セミナー
（3月7日～10日） ディリ
● 中国ACFTU POSITIVEモニタリング
（3月19日～25日） 北京、浙江省、江蘇省
● その他
● 第47回総務委員会
（5月16日） 総評会館
● 第48回理事会・評議員会
（5月26日） ホテルラングウッド

■活動予定（2006年6月～）
● 招聘
● 南アジアチーム （6月8日～21日）
● アフリカ英語圏チーム （6月29日～7月12日）
● アジア労組研修チーム （7月23日～29日）
● 中東・アフリカ北部チーム （8月31日～9月13日）

●現地支援
● バングラデシュICFTU－BC 組織化・POSITIVEセミナー
（5月28日～6月11日） ダッカ、チッタゴン、クルナ

6月11日（日）
¡午後1時～3時
―映画「僕たちも学びたい～貧困と闘う子ども労働者たち」上映会―
会場：UNハウス3階　ウ・タント国際会議場（東京都渋谷区神宮前

5-53-70）
共催：ILO駐日事務所、NGO-労働組合国際協働フォーラム、児童労

働ネットワーク

¡午後3時半～5時半
―児童労働反対世界デー・ウォーク―
3時集合：子どもの城（東京都渋谷区神宮前5-53-1）
解散場所：宮下公園（東京都渋谷区神宮前6-20-10）
キャンペーン主催：児童労働ネットワーク（CL-NET）
※会場、時間は変更する場合があります。必ずWebサイトにてご確
認ください。
http：//acejapan.org/cl-net/

イベントのお知らせ

http://acejapan.org/cl-net/
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